
(1)　f 0 10 =3･ 20 +4･0･1- 21 =アイ-1

　　f8 9


3
=3･

2

8 9
U3

2
+4･

U3

2
･

1

2
-

2

8 9
1

2
=

9

4
+U3 -

1

4
=ウ2+U エ3

(2)　2 倍角の公式により
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(3)　三角関数の合成を用いると，① は
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　と変形できる。
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　よって　　-2U2 +1(f 0 1 (2U2 +1

　ここで　　2U2 +1=U8 +1

　U4 <U8 <U9  より 2<U8 <3 であるから　　3<U8 +1<4

　したがって，f 0 1  のとり得る最大の整数の値 m は　　m=ス3

　0(( において，f 0 1 =3 とすると
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